
政
務
活
動
費
収
支
報
告
／
編
集
後
記

◇
編
集
後
記
◇

６
月
議
会
の
頃
は
、
昨
年
来
の
少
雨
の
影
響

で
渇
水
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
閉
会
後
に
は

季
節
外
れ
の
台
風
が
訪
れ
、
一
転
し
て
風
水
害

へ
の
心
配
が
広
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
当
た

り
前
だ
っ
た
〝
季
節
ご
と
の
災
害
〞
も
、
近
年

は
そ
の
リ
ズ
ム
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

少
雨
や
渇
水
、
そ
し
て
豪
雨
と
、
気
象
の
極

端
さ
に
戸
惑
う
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
年
々
厳

し
さ
を
増
し
、
い
ま
や
恒
例
と
な
っ
た
夏
の
暑

さ
も
油
断
で
き
ま
せ
ん
。
本
号
が
お
手
元
に
届

く
頃
は
、
ま
だ
残
暑
が
続
く
時
期
か
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
体
調
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

（
木
村
彰
人
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定例会は年に4回

市議会ＨＰ 市議会ライブ配信

本会議は51人、委員会は12人まで傍聴でき
ます。また、議会のライブ配信も行っていま
す。詳しくは議会事務局までご確認ください。

議会を傍聴してみませんか
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9月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです

だ
ざ
い
ふ
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
が

開
園
し
ま
し
た
！
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一般質問
（予備日）

本会議
一般質問
本会議

一般質問
本会議

30 31 4329/1 5

市長提案
理由説明

本会議

委員長報告・質疑
討論・採決

本会議

総務文教
常任委員会質疑・委員会

付託

本会議 環境厚生
常任委員会

建設経済
常任委員会

決算特別
委員会

決算特別
委員会

決算特別
委員会
（予備日）

政務活動費 収支報告令和7年度（改選後）

会派または個人 支給額（円） 支出額（円） 市返還金（円） 執行率（％）

26.8988,043361,9571,350,000合　　　　　　計

48.638,51436,48675,000神武　綾

64.952,65397,347150,000未来のまち（２名）
み  らい

（タコスキッド、木村彰人）

0.0150,0000150,000太宰府市民の声（２名）
だ  ざい  ふ 　し  みん　　　こえ

（長谷川公成、久和満晴）

47.678,64371,357150,000ネクスト太宰府（２名）
だ  ざい  ふ

（馬場礼子、瀬筒義久）

6.3140,5029,498150,000すまいる太宰府（２名）
だ  ざい  ふ

（原紳次郎、岡林直人）

9.8135,30014,700150,000新風（２名）
しん ぷう

（門田直樹、今泉義文）

12.1197,75427,246225,000宰光（３名）
さい こう

（陶山良尚、原田久美子、入江寿）

61.657,54792,453150,000次世代の鐘（２名）
じ　 せ   だい　　　かね

（笠利毅、川口親丸）

8.6137,13012,870150,000公明党（２名）
こう めい とう

（小畠真由美、堺剛）

政務活動費は議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、
会派または議員に対して交付されるものです。
太宰府市議会では、１人当たり月額２万５千円が交付されています。
今後とも、政務活動費を有効に活用し、調査・研究を市民の皆さんに
還元するとともに、市政発展のために生かしていきます。

　令和７年12月14日の市議会議員改選に伴い、改選後の議員分について精算をしています。
　政務活動費対象期間は、令和８年１月から令和８年３月までの３か月間です。

支出の領収書は市のホーム
ページで公開しています。
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○令和８年度一般会計補正予算（第２号）

૯務管理費 �
�56ສ3ઍԁ
庁舎維持管理費
本ிࣷおよびプラム・ΧϧコΞなどのདྷி者用றं場૿設に൐͏費用Ͱすɻ

（໿7�୆分が૿͑る予定）

画費ا 6�6ສ5ઍԁ
地域コミュニティ推進費　250万円
ๅくࣾ͡会޿ݙߩ報事業によるコミュニティ備඼整備の助成Ͱ、๺谷区自治会が
採択を受けたため、計上する費用Ͱすɻ

生活保護費 �ԯ�
��6ສ6ઍԁ
生活保護費　1億1,229万2千円
ฏ成�5年に行Θれた生活ැ助基४額の減額ા置について、࠷高ࡋにてҧ๏性が認め
られたことに൐͏௥Ճ給෇を全国తなા置として行͏ための費用Ͱすɻ

ࣾ会ڭ育費 68�ສԁ 文化財施設管理運営費
文化;れあいؗ内、Ҩ物の整理࡞業を行͏部屋のۭௐ設備のߋ৽に൐͏費用Ͱすɻ

保健体育費 �
386ສ5ઍԁ

スポーツ施設管理運営費（委託料）　2,089万5千円
人件費૿と物価高騰に൐い、૯額のൣғ内において、本年度分の૿額を行͏ものͰすɻ
スポーツ施設管理運営費（工事請負費）　297万円
スέートϘードύークの改良޻事の対応により、今後、ٸۓのӦસ޻事がඞ要となͬ
たࡍに܎る費用を補రするものͰすɻ

ਗ਼૟費 �
8�4ສ8ઍԁ ごみ処理費　1,788万6千円（指定ごみ袋）
環境美化推進費　16万2千円（環境美化推進袋）

ΰミା੡଄単価の上ঢに対応するための費用Ͱすɻ

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

◆歳入・歳出それぞれ1億9,866万8千円を追加し、
総額は340億1,972万8千円になりました。

○第２回定例会（令和８年６月２日～６月23日）　会期22日間

○専決処分
◆太宰府市税条例の一部を改正する条例

国の地方税๏改正に߹Θͤて、軽自ಈं税のڥ؀性能ׂを令和７年度຤Ͱഇࢭし、
あΘͤて一定のバリΞフリー改मを行ͬた建物のݻ定࢈ࢿ税を軽減する৽たな特例
を設けるものͰすɻʬ議案第35号ʭ

◆太宰府市都市計画税条例の一部を改正する条例
国の地方税๏改正に߹Θͤて、建物のバリΞフリー化などͰݻ定࢈ࢿ税を軽減する
場߹、都市計画税も同͡よ͏に軽減Ͱきるよ͏৽たな特例を設けるものͰすɻ

ʬ議案第36号ʭ

◆太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
国の地方税๏改正に߹Θͤて、課税ݶ度額にୡしている高ॴಘの人͸負担が૿͑て、
軽減対৅となる௿ॴಘの人のద用ൣғを͛޿るものͰすɻ

ʬ議案第37号ʭ

原案可決

○令和８年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

૯務管理費

保険事業勘定

���ສ5ઍԁ 介護保険システム改修委託料
介護報ुྟ時改定に൐͏、ாථのมߋやシステム設定のมߋを行͏ための費用Ͱすɻ

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

◆保険事業勘定は歳入・歳出それぞれ 192万5千円を追加し、
総額は69億3,775万8千円になりました。 原案可決

○請願
◆西鉄都府楼前駅周辺の生活利便性向上と都市拠点形成に関する請願書

西鉄都府楼前駅周辺の活性化とともに、立地ద正化計画にࣔ͞れる７つの拠点ީ補
地を֩とした多ܕۃ都市構଄を、改గ൛都市計画マスタープランに明確にҐ置෇け
ることを求めるものͰすɻʬ請願第１号ʭ

○条例
◆太宰府市立小学校及び中学校施設使用料条例の一部を改正する条例について

令和７年度に太宰府౦中学校及び太宰府西中学校のॊ݋道場にۭௐが整備͞れたこ
とに൐い、ۭௐ設備の使用料を設定しますɻʬ議案第38号ʭ

◆太宰府市火入れに関する条例の一部を改正する条例について
ஜࢵ໺太宰府ফ防組߹の৽たな「林໺火災஫意報・ܯ報」の運用։࢝に൐い、ة険
時に͸火入れをࢭېͰきるよ͏にするための改正Ͱすɻʬ議案第4�号ʭ

◆太宰府市税条例の一部を改正する条例について
国の地方税制改正に߹Θͤ、高額ॴಘ者の;る͞とೲ税߇আの上ݶを設定、公త年
金受給者の親଒等のਃ告ൣғを֦େ、ݻ定࢈ࢿ税のඇ課税のൣғが޿がるなど、市
民の税負担の公ฏ性とద正な課税をਤるための改正Ͱすɻʬ議案第3�号ʭ

原案可決

原案可決

原案可決

○人事
◆太宰府市副市長の選任につき同意を求めることについて 同  意

承  認

承  認

承  認

採  択

○意見書
◆市民生活及び地域経済の安定化に向けた対策強化を求める意見書

中౦情੎のۓഭ化により、市民生活や地域経済へのӨڹがݒ೦͞れることから、
Өڹを࠷小ݶに཈͑るための対策を政府に求める意見書を提出するものͰすɻ

ʬ意見書第１号ʭ

原案可決

定例会リポート定例会リポート6 月

副市長に本市ݩ૯務部長のੴ田޺二ࢯを選任するため、議会の同意を求めるものͰすɻ
ʬ議案第43号ʭ

いし   ͩ    ͻろ   ͡

専決処分͸、ٸۓ時に市長がઌに決定し、後から議会が承認する࢓組みͰすɻ 
今ճ͸、国の税制改正に߹Θͤて市税条例をૣٸに改正するඞ要があͬたため、
市長が専決処分を行い、６݄議会Ͱ承認しましたɻ

専決処分 と͸

˞ओな予算のみࡌܝしていますɻ
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□
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□
□
□
□
□
□
□
□
□

議員15年以上表彰
陶山 良尚 議員　　　　　　神武　綾 議員

市議会議員として、永きにわたり
地方自治の発展と振興に貢献され
た功績により、神武綾議員、陶山
良尚議員が全国市議会議長会から
表彰されました。

全国市議会
議長会より表彰

６月定例会 全会一致で可決した議案

議案番号等 案件名 議決結果

報告第  ３号 令和７年度太宰府市一般会計予算繰越明許費について ―

報告第  ４号 令和７年度太宰府市一般会計予算事故繰越しについて ―

報告第  ５号 令和７年度太宰府市水道事業会計予算繰越について ―

報告第  ６号 令和７年度太宰府市下水道事業会計予算繰越について ―

報告第  ７号 令和７年度太宰府古都・みらい基金の運用状況について ―

報告第  ８号 専決処分の報告について（倒木による家屋一部破損事故の損害賠償の額の決定） ―

議案第３５号 専決処分の承認を求めることについて（太宰府市税条例の一部を改正する条例） 承認

議案第３６号 専決処分の承認を求めることについて（太宰府市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承認

議案第３７号 専決処分の承認を求めることについて（太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認

議案第３８号 太宰府市立小学校及び中学校施設使用料条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第３９号 太宰府市税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第４０号 太宰府市火入れに関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第４１号 令和８年度太宰府市一般会計補正予算（第２号）について 原案可決

議案第４２号 令和８年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

議案第４３号 太宰府市副市長の選任につき同意を求めることについて 同意

請願第  １号 西鉄都府楼前駅周辺の生活利便性向上と都市拠点形成に関する請願書 採択

意見書第１号 市民生活及び地域経済の安定化に向けた対策強化を求める意見書 原案可決

一般質問（個人質問）とは、事務の執行状況や将来の方針、
政策的提言や行政の課題などを執行機関に直接質問することです。
６月17日、18日の二日間で15人の議員が一般質問を行いました。

どうなっと
うと？

一 般 質 問

本会議の録画映像の配信を行っています。 質問者のページに表示している二次元バーコードから、録画映像にアクセスできます。

個人質問　質問項目一覧表
議員名 全ての質問項目 ページ

木村　彰人 行政が市民側に立つ公共交通政策の確立について 34天満宮参道周辺のごみ対策と、参道店舗との協働による取り組みについて
長谷川公成 高雄地区のインフラ整備について 34

堺　　　剛 持続可能なまちづくりとベーシックサービスの充実について 34持続可能なまちづくりと機構改革・中長期戦略について

神武　　綾 施政方針について 35市民の生活と暮らしを守る施策について

原田久美子 市有地の活用について 35牛乳給食について

馬場　礼子 単身高齢者等の居住支援のための「居住支援協議会」設置と「居住サポート住宅制度」導入について 35まほろば号の運賃とまほろば号内山線の運行体制及び受益者負担について

瀬筒　義久 第二次太宰府市都市計画マスタープラン中間見直しについて 36市民生活を守る水・防災・インフラについて
陶山　良尚 今後の自治会のあり方について 36

久和　満晴
歴史スポーツ公園の管理について

36障がいのある子どもを持つ保護者への対応について
まほろば号について

タコスキッド
多世代交流施設について

37コミュニティバスのあり方について
バス停への椅子や屋根の設置について

原　紳次郎

太宰府市子どもの権利条例について

37

介護保険制度における福祉用具の選択制導入後の状況について
自治会から建設課へ提出している要望書について
いきいき情報センターの全世代交流フリースペースについて
まほろば号の運行ダイヤについて
令和６年度太宰府市財務書類について

今泉　義文 老朽化した擁壁の安全対策と補助制度について 37物価高騰下における学校給食の質の維持について
笠利　　毅 本市の国民保護計画について 38

岡林　直人 本市ホームページの利便性向上について 38史跡地の活用について

川口　親丸
若者や子育て世代が住み続けられる住宅支援について

38児童生徒の通学時における荷物の負担軽減について
物価高騰における市民生活支援について

政策的提言や行政の課題などを執行機関に直接質問することです。
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

質໰を行ͬた議һ名と原ଇとして࠷ॳの質໰߲໨とճ౴内༰の要໿をࡌܝしていますɻ 質໰を行ͬた議һ名と原ଇとして࠷ॳの質໰߲໨とճ౴内༰の要໿をࡌܝしていますɻ

交
通
空
白
と
な
っ
て

い
る
水
城
・
国
分
周

辺
エ
リ
ア
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通「
の
る
ー

と
太
宰
府
」の
運
行
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
分
析
・
検
討

を
進
め
る
と
施
政
方
針
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
水
城
地

域
に
は
大
野
城
市
に
あ
る
駅
、

ス
ー
パ
ー
、
病
院
な
ど
を
利

用
す
る
方
が
多
い
た
め
、
地

域
公
共
交
通
を
検
討
す
る
に

当
た
っ
て
は
大
野
城
市
と
の

協
議
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
る
。
そ
こ
で
現
在
、
協
議

や
計
画
等
が
存
在
す
る
の
か
、

ま
た
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
う
。水

城
地
域
で
は
市
域

を
越
え
る
往
来
が
頻

繁
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

お
り
、
広
域
連
携
の
視
点
は

重
要
な
要
素
で
す
。
運
転
士

不
足
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、

地
域
の
移
動
手
段
確
保
の
た

め
、
公
共
バ
ス
以
外
の
交
通

モ
ー
ド
を
含
め
た
検
討
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、「
の
る
ー

令
和
７
年
９
月
定
例

会
で
、
坂
本
1
丁
目

交
差
点
付
近
の
市
有
地
を
公

園
や
広
場
、
バ
ス
カ
ッ
ト
に

整
備
し
て
活
用
し
て
は
ど
う

か
と
質
問
を
し
た
。

執
行
部
よ
り「
公
園
の
設
置

に
関
し
て
、
行
政
区
か
ら
の

要
望
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
市

内
全
体
の
公
園
の
設
置
状
況
、

バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
検
討
し

て
い
く
」「
バ
ス
カ
ッ
ト
に
つ

い
て
も
、
渋
滞
緩
和
策
の
効

果
な
ど
も
検
討
し
な
が
ら
調

査
研
究
を
し
て
い
く
」と
の

回
答
を
頂
い
た
。

公
園
や
バ
ス
カ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
調
査
研
究
は
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
た
か
進
捗
状
況

を
伺
う
。該

当
の
市
有
地
に
つ

い
て
は
、
公
園
や
広

場
と
し
て
の
活
用
の
可
能
性

を
検
討
す
る
た
め
、
整
備
に

必
要
な
調
査
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
整
備
の

概
算
費
用
を
算
出
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
予
算
が
必
要
と

⑴
居
住
支
援
協
議
会

設
置
と
居
住
サ
ポ
ー

ト
住
宅
制
度
導
入
に
つ
い
て

３
点
伺
う
。

①
住
宅
相
談
の
支
援
の
現
状

に
つ
い
て

②
民
間
賃
貸
へ
の
入
居
や
生

活
維
持
に
対
す
る
課
題
認
識

に
つ
い
て

③
民
間
居
住
支
援
法
人
等
と

の
連
携
の
現
状
に
つ
い
て

⑵
居
住
支
援
協
議
会
に
つ
い

て
２
点
伺
う
。

①
必
要
性
に
つ
い
て

②
検
討
状
況
に
つ
い
て

⑶
居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
制
度

導
入
に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
導
入
に
向
け
た
対
応
に
つ

い
て

②
支
援
体
制
構
築
に
つ
い
て

③
住
み
替
え
促
進
及
び
空
き

家
予
防
対
策
と
の
連
動
に
つ

い
て

⑴
①
家
計
相
談
や
居

住
支
援
法
人
の
ご
紹

介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
様
々
な
理
由
か
ら
入
居
支

援
と
入
居
後
の
生
活
維
持
に

と
太
宰
府
」の
実
証
運
行
の

可
能
性
の
分
析
・
検
討
を
進

め
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
ず
は
市
内
に
お
け
る
移
動

手
段
の
確
保
の
た
め
分
析
・

実
証
を
重
ね
、
広
域
連
携
に

よ
る
公
共
交
通
の
維
持
・
改

善
の
視
点
か
ら
大
野
城
市
と

の
協
議
、
連
携
を
視
野
に
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

坂
本
区
に
は
既
に
3
か
所
の

都
市
公
園
が
あ
り
、
他
の
自

治
会
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

バ
ス
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
渋

滞
対
策
の
効
果
が
限
定
的
で

あ
り
、
費
用
対
効
果
の
面
か

ら
も
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

支
え
を
要
す
る
層
の
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

③
連
携
し
て
対
応
し
た
事
例

も
あ
り
ま
す
。

⑵
①
市
区
町
村
に
よ
る
設
置

が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

②
関
係
機
関
と
の
体
制
の
確

保
の
課
題
も
あ
り
、
具
体
的

な
検
討
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。

⑶
①
今
後
、
課
題
等
を
見
極

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
事
例
を
通
じ
た
課
題
等
を

見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

③
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

制
度
の
調
査
研
究
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

水
城
地
域
の
地
域
公
共
交
通
の

今
後
の
見
通
し
は

坂
本
地
区
の
市
有
地
の

有
効
活
用
を

単
身
高
齢
者
等
の

居
住
支
援
へ
の
取
組
み
は

神こ
う
た
け武

綾あ
や

議
員

原は
ら

田だ

久く

み

こ

美
子  

議
員

馬ば

ば場  
礼れ

い

子こ  
議
員

高
雄
地
区
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
つ
い
て
、

3
点
伺
う
。

①
高
尾
川
の
整
備
に
関
し
て
、

福
岡
県
お
よ
び
筑
紫
野
市
と

の
協
議
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て②
県
道
筑
紫
野
筑
穂
線
の
歩

道
内
に
あ
る
標
識
柱
が
歩
行

者
等
の
通
行
の
支
障
と
な
っ

て
い
る
件
に
関
し
て
、
福
岡

県
と
の
協
議
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

③
高
雄
地
区
の
区
画
整
理
事

業
に
関
し
て
、
高
尾
川
お
よ

び
高
雄
交
差
点
周
辺
の
整
備

を
優
先
す
べ
き
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
点
に
関
す
る
市
長

の
見
解
に
つ
い
て

①
筑
紫
野
市
と
は
令

和
7
年
度
に
2
回
協

議
し
、
高
尾
川
の
現
状
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
下
流
側

か
ら
の
河
川
改
修
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま

す
。

②
管
理
者
で
あ
る
福
岡
県
那

珂
県
土
整
備
事
務
所
へ
機
会

地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
が
、
単
に

事
業
者
案
を
追
認
す
る
だ
け

の
機
関
と
な
ら
な
い
よ
う
、

行
政
が
主
体
的
に
市
民
の
立

場
に
立
っ
た
審
議
プ
ロ
セ
ス

を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
2
点
伺
う
。

①
今
回
の
公
共
交
通
再
編
に

お
け
る
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
の
役
割
と
、
本
市

と
し
て
果
た
す
べ
き
責
務
に

つ
い
て

②
行
政
・
有
識
者
・
市
民
等

で
構
成
す
る
変
更
案
策
定
・

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
事

業
者
案
の
検
証
や
代
替
案
の

検
討
を
行
う
仕
組
み
を
導
入

す
る
考
え
に
つ
い
て

①
同
協
議
会
は
、
地

域
公
共
交
通
計
画
等

に
関
す
る
こ
と
や
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
旅
客
輸
送
に
関

し
て
協
議
を
行
う
等
の
役
割

が
あ
り
ま
す
。
今
般
の
公
共

交
通
再
編
に
お
い
て
は
、
市

と
し
て
全
力
を
挙
げ
て
事
業

者
と
交
渉
を
重
ね
、
可
能
な

医
療
、
福
祉
、
教
育
、

交
通
、
防
災
な
ど
誰

も
が
最
低
限
保
障
さ
れ
る
べ

き
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
と

い
う
考
え
方
を
強
固
な
土
台

と
し
て
据
え
、
単
な
る
効
率

化
の
追
求
で
は
な
く
、
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
肝

要
で
あ
る
と
考
え
４
つ
伺
う
。

①「
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
」

の
視
点
に
つ
い
て

②
デ
ジ
タ
ル
化
と「
ス
マ
ー

ト
自
治
体
」の
推
進
に
つ
い

て③「
地
域
共
生
社
会
」と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
に
つ
い

て④
公
共
施
設
と
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ

い
て

①
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー

ビ
ス
の
理
念
は
市
の

方
針
と
も
重
な
る
部
分
が
あ

り
、
導
入
に
は
国
全
体
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
な
ど
を

あ
る
ご
と
に
要
望
し
て
お
り
、

標
識
柱
の
移
設
に
向
け
た
検

討
を
重
ね
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

③
高
雄
地
区
の
土
地
区
画
整

理
事
業
は
、
民
間
主
導
の
準

備
組
織
で
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
区
域
変
更
等
が

必
要
と
な
る
場
合
は
、
地
域

の
声
を
伺
い
な
が
ら
関
係
機

関
と
調
整
し
、
慎
重
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

限
り
市
民
の
移
動
手
段
の
確

保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

②
市
民
や
有
識
者
と
と
も
に

事
業
者
案
を
検
証
し
代
替
案

を
検
討
す
る
こ
と
や
運
営
に

も
関
わ
る
と
い
う
視
点
は
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
既
存
の
協
議
会

の
枠
組
み
を
活
用
し
、
今
後

の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

通
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

③
ス
マ
ホ
講
座
な
ど
の
自
治

会
Ｄ
Ｘ
支
援
を
引
き
続
き
行

い
、
地
域
活
動
支
援
員
制
度

創
設
に
つ
い
て
は
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

④
公
共
施
設
の
複
合
化
は
、

多
機
能
化
に
よ
る
相
乗
効
果

や
管
理
方
法
の
検
討
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
立
地

適
正
化
計
画
と
の
整
合
を

図
っ
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

高
雄
地
区
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か

行
政
が
市
民
側
に
立
つ
公
共
交

通
政
策
を
確
立
す
る
必
要
性

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と

ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
て

長は

せ谷
川が

わ

公こ
う
せ
い成  

議
員

木き

村む
ら

彰あ
き

人と  

議
員

堺さ
か
い

剛つ
よ
し  

議
員

まほろば号時刻表の表紙

氾濫時の高尾川坂本区の市有地
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）
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子
ど
も
と
高
齢
者
が

同
じ
空
間
で
生
活
や

活
動
を
共
有
す
る「
幼
老
共

生
」の
考
え
方
を
取
り
入
れ

た
事
例
と
し
て
、
佐
賀
県
基

山
町
の
多
世
代
交
流
セ
ン

タ
ー
憩
の
家
が
あ
る
。
高
齢

者
か
ら
子
ど
も
ま
で
世
代
を

超
え
た
交
流
の
拠
点
と
な
っ

て
お
り
、
無
料
の
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
、
音
楽
室
、
多
目
的

室
な
ど
を
備
え
、
多
世
代
食

堂
な
ど
を
通
し
て
様
々
な
世

代
間
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
多
世
代
交
流
施
設

の
存
在
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
今
後
こ
の
よ
う
な

施
設
の
整
備
を
検
討
す
る
余

地
が
あ
る
か
を
伺
う
。

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
で
は
、
い
き

い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
５

つ
の
公
共
施
設
を
全
世
代
交

流
型
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。
本
年
度
か
ら
公
共
施

設
整
備
検
討
委
員
会
な
ど
各

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
重
複

す
る
施
設
機
能
の
最
適
化
の

子
ど
も
の
権
利
を
保

障
す
る
観
点
か
ら
、

制
定
に
向
け
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る「
太
宰
府
市
子

ど
も
の
権
利
条
例
」に
つ
い

て
3
点
伺
う
。

①
こ
れ
ま
で
5
回
開
催
さ
れ

た
太
宰
府
市
子
ど
も
の
権
利

条
例
検
討
部
会
の
進
捗
お
よ

び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

②
条
例
の
骨
子
に
太
宰
府
市

の
特
色
を
ど
う
活
か
そ
う
と

考
え
て
い
る
か
。

③
今
後
、「
子
ど
も
の
権
利

条
例
」を
ど
の
よ
う
な
方
法

で
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
の
か
。①

ア
ン
ケ
ー
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

基
に
、
条
例
案
の
作
成
段
階

で
、
子
ど
も
の
権
利
条
例
検

討
部
会
や
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
意
見
を
い
た
だ
い
た

後
、
今
年
度
中
に
条
例
案
を

議
会
に
上
程
す
る
予
定
で
す
。

②
太
宰
府
の
特
色
を
盛
り
込

む
と
と
も
に
、
権
利
を
明
確

擁
壁
は
高
低
差
の
あ

る
土
地
を
支
え
る
重

要
な
構
造
物
で
あ
る
が
、
築

造
さ
れ
て
か
ら
四
、
五
十
年

が
経
つ
も
の
も
あ
り
、
豪
雨

時
の
安
全
性
が
懸
念
さ
れ
る

も
の
も
少
な
く
な
い
と
考
え

る
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
擁
壁
の
点
検
、

維
持
管
理
及
び
改
修
支
援
の

強
化
が
必
要
と
考
え
、
３
点

伺
う
。

①
市
内
に
お
け
る
擁
壁
の
危

険
箇
所
に
つ
い
て

②
老
朽
化
し
た
擁
壁
の
点
検

や
安
全
確
認
を
促
進
す
る
取

組
に
つ
い
て

③
擁
壁
の
補
修
・
改
修
・
撤

去
等
に
対
す
る
補
助
制
度
の

創
設
に
つ
い
て

①
梅
雨
時
期
前
な
ど

に
適
宜
巡
回
を
行
い
、

安
全
性
の
確
認
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
地
に

設
置
さ
れ
た
全
て
の
擁
壁
の

確
認
ま
で
は
出
来
て
い
ま
せ

ん
が
、
状
況
に
応
じ
て
安
全

視
点
を
持
っ
た
上
で
、
個
別

施
設
の
老
朽
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
エ
リ
ア
と
の
親
和
性
、

相
乗
効
果
な
ど
、
子
ど
も
、

学
生
、
子
育
て
世
代
、
高
齢

者
な
ど
の
全
世
代
の
方
々
が

交
流
し
な
が
ら
、
つ
な
が
り

を
持
っ
て
支
え
合
う
太
宰
府

ら
し
い
地
域
共
生
型
の
居
場

所
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

化
し
、
周
知
す
る
こ
と
、
子

ど
も
が
意
見
を
表
明
す
る
場

を
設
け
る
こ
と
、
い
じ
め
や

虐
待
防
止
方
策
の
徹
底
、
支

援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
、

大
人
の
役
割
を
明
確
化
す
る

こ
と
を
盛
り
込
む
予
定
で
す
。

③
条
例
案
の
検
討
と
あ
わ
せ

て
、
周
知
の
方
法
な
ど
を
委

員
に
意
見
頂
き
、
適
切
な
周

知
、
啓
発
を
検
討
し
ま
す
。

確
保
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
通
学
路
の
安
全

確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

②
住
宅
地
の
擁
壁
は
私
有
財

産
で
あ
り
、
所
有
者
の
責
任

に
よ
り
維
持
保
全
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
擁
壁
の
点
検
や
安
全

を
促
す
取
り
組
み
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

③
擁
壁
の
補
修
、
改
修
、
撤

去
等
に
対
す
る
助
成
制
度
を

導
入
し
て
い
る
自
治
体
の
状

況
や
財
政
負
担
な
ど
も
含
め

て
、
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

多
世
代
交
流
施
設
の
検
討
の

余
地
は
あ
る
か

太
宰
府
市
子
ど
も
の
権
利
条
例
の

制
定
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は

擁
壁
の
安
全
対
策
に

行
政
支
援
を

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  

議
員

原は
ら  

紳し
ん

次じ

郎ろ
う  

議
員

今い
ま

泉い
ず
み  
義よ

し
ふ
み文  

議
員

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
中
間
見
直

し
を
単
な
る
形
式
的
改
定
に

終
わ
ら
せ
ず
、
市
民
参
加
型

の
ま
ち
づ
く
り
に
す
る
た
め

に
５
点
伺
う
。

①
中
間
見
直
し
の
位
置
づ
け

と
目
的
に
つ
い
て

②
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
の
社

会
変
化
と
課
題
検
証
に
つ
い

て③
地
域
の
声
、
市
民
参
加
や

請
願
な
ど
の
反
映
に
つ
い
て

④
地
域
拠
点
形
成
と
西
鉄
都

府
楼
前
駅
周
辺
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て

⑤
次
の
10
年
を
見
据
え
た
具

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

①
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
へ
の
対
応
、
関

連
計
画
と
の
整
合
、
市
民
の

意
見
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能

で
安
全
・
安
心
な
、
未
来
へ

つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

②
元
号
令
和
発
祥
の
地
と
し

て
の
取
組
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の

現
在
、
役
員
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
、

加
入
率
低
下
が
浮
き
彫
り
と

な
り
、
将
来
的
な
自
治
会
運

営
へ
の
支
障
が
危
惧
さ
れ
る
。

住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
希
薄
化
や
、
住
宅
開
発
に

伴
う
行
政
区
の
境
界
の
曖
昧

さ
、
自
治
会
規
模
の
偏
り
も

課
題
で
あ
る
。
今
後
の
自
治

会
の
在
り
方
に
つ
い
て
4
点

伺
う
。

①
自
治
会
の
現
状
と
市
の
対

応
に
つ
い
て

②
行
政
区
の
区
域
変
更
に
つ

い
て

③
自
治
会
・
校
区
自
治
会
へ

の
運
営
支
援
に
つ
い
て

④
自
治
会
が
果
た
す
べ
き
役

割
と
今
後
の
連
携
の
方
向
性
、

必
要
な
支
援
に
つ
い
て

①
自
治
会
加
入
率
は

高
い
水
準
を
保
っ
て

い
ま
す
が
、
役
員
の
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
は
全
国
的
な

課
題
で
あ
り
、
啓
発
や
加
入

支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

②
行
政
区
の
変
更
は
規
則
に

市
民
の
憩
い
の
場
で

あ
る
歴
史
ス
ポ
ー
ツ

公
園
の
管
理
に
つ
い
て
、
２

件
伺
う
。

①
樹
木
が
伸
び
て
死
角
と
な

り
、
犯
罪
の
温
床
と
な
る
お

そ
れ
の
あ
る
園
内
の
展
望
台

に
関
し
て
、
周
辺
の
樹
木
の

伐
採
が
で
き
な
い
か
。

②
現
在
、
公
園
内
は
ペ
ッ
ト

の
同
伴
が
で
き
な
い
が
、

ペ
ッ
ト
の
立
ち
入
り
を
可
能

に
で
き
な
い
か
。

①
展
望
台
付
近
に
は

樹
木
の
影
響
で
見
通

し
が
悪
い
箇
所
が
あ
る
こ
と

を
把
握
し
て
お
り
、
犯
罪
防

止
の
観
点
か
ら
必
要
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
大
規
模
な

伐
採
に
は
多
額
の
費
用
を
要

す
る
た
め
、
自
然
環
境
へ
の

影
響
に
配
慮
し
つ
つ
、
段
階

的
か
つ
効
率
的
に
改
善
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

②
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

に
よ
り
、
ペ
ッ
ト
を
家
族
の

一
員
と
し
て
公
共
の
場
で
も

対
応
、
地
域
公
共
交
通
な
ど
、

本
市
を
取
り
巻
く
状
況
や
社

会
情
勢
を
踏
ま
え
、
今
後
、

検
証
お
よ
び
評
価
を
進
め
ま

す
。

③
市
民
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト

や
請
願
な
ど
を
踏
ま
え
、
都

市
計
画
審
議
会
に
お
い
て
ご

意
見
を
頂
き
ま
す
。

④
改
定
に
向
け
た
取
組
の
中

で
立
地
適
正
化
計
画
と
の
整

合
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

⑤
持
続
可
能
で
安
全
・
安
心

な
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

基
づ
き
、
隣
接
自
治
会
と
の

協
議
の
下
で
行
い
、
区
域
の

見
直
し
や
再
編
は
自
治
会
と

と
も
に
検
討
し
ま
す
。

③
運
営
支
援
助
成
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
支
援

補
助
、
職
員
派
遣
、
ス
マ
ホ

講
座
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

支
援
な
ど
自
治
会
Ｄ
Ｘ
を
進

め
て
い
ま
す
。

④
今
後
も
防
災
・
防
犯
・
福

祉
な
ど
、
自
治
会
活
動
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

一
緒
に
過
ご
し
た
い
と
い
う

市
民
の
声
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
向

上
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
一
方

で
、
利
用
者
の
衛
生
面
・
安

全
面
へ
の
配
慮
や
、
近
隣
住

民
の
理
解
が
不
可
欠
で
す
。

今
後
は
他
自
治
体
の
取
り
組

み
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
総

合
的
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
マ
ス
の
中
間
見
直
し
を

最
大
限
に
活
か
せ

今
後
の
自
治
会
の

在
る
べ
き
姿
を
考
え
る

歴
史
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を

安
心
し
て
憩
え
る
空
間
に

瀬せ

筒づ
つ

義よ
し

ひ
さ久  

議
員

陶す

山や
ま  

良よ
し
ひ
さ尚  

議
員

久く

わ和  

満み
つ
は
る晴  

議
員

都市計画マスタープランの表紙
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

質໰を行ͬた議һ名と原ଇとして࠷ॳの質໰߲໨とճ౴内༰の要໿をࡌܝしていますɻ 質໰を行ͬた議һ名と原ଇとして࠷ॳの質໰߲໨とճ౴内༰の要໿をࡌܝしていますɻ

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

５
月
意
見
交
換
会
の
報
告
／
11
月
意
見
交
換
会
の
お
知
ら
せ

市民と議会の意見交換会を開催しました

次回は11月に意見交換会を開催します!

市民と議会の意見交換会を、令和８年５月10日
㈰、いきいき情報センター２階で開催しました。
太宰府のまちについて、皆さんの声を聴かせて
いただく機会として、議員一同で意見交換する場
にお越しいただき、ありがとうございました。
意見交換会は３つの常任委員会で30分ずつ３回

開催し、参加者の皆さまと議員による懇談で、さ
まざまな地域課題を話し合いました。
３つの常任委員会での状況は以下の通りです。

当日は建設経済常任委員会への関心が高く、ま
ほろば号、都市計画などへの意見が多数寄せられ
ました。
いただいたアンケートをもとに、市議会にて開
催結果をまとめた報告書を市議会ホームページで
公開予定です。ぜひご覧ください。
これからも議会基本条例に基づき、市民の皆さ
んに開かれた議会を目指してまいります。

日にち 令和８年11月15日㈰（予定）

総務文教常任委員会　参加者　30人
　地域、防犯･防災、小中学校、選挙、
　スポーツ、社会教育、文化財など

環境厚生常任委員会　参加者　21人
　高齢者･児童･障がい者福祉、人権、
　税、国保、介護保険、衛生など

建設経済常任委員会　参加者　42人
　道路、公園、農林、観光、商工業、
　都市計画、国際交流など

詳細は次号で
お知らせします

総務文教常任委員会分科会

環境厚生常任委員会分科会

建設経済常任委員会分科会

自
治
体
も
国
民
保
護

計
画
の
策
定
を
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
市
も

国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
て

い
る
は
ず
だ
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
見
て
も
ど
こ
に

も
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

３
点
伺
う
。

①
本
市
の
国
民
保
護
計
画
の

存
否
に
つ
い
て

②
計
画
の
目
的
及
び
内
容
等

に
つ
い
て

③
計
画
が
存
在
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
な
ぜ
公
開
を
さ
れ
て

い
な
い
の
か
。

①
平
成
19
年
２
月
に

太
宰
府
市
国
民
保
護

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

②
本
市
計
画
は
、
国
民
保
護

法
、
国
民
の
保
護
に
関
す
る

基
本
方
針
及
び
福
岡
県
国
民

保
護
計
画
に
基
づ
き
策
定
し

て
い
ま
す
。
武
力
攻
撃
事
態

な
ど
に
お
い
て
市
民
の
安
全

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
避

難
や
救
援
、
武
力
攻
撃
災
害

へ
の
対
処
等
を
的
確
か
つ
迅

速
に
実
施
す
る
た
め
の
行
動

本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、「
言
葉
が
硬

く
市
民
に
寄
り
添
っ
て
い
な

い
」「
情
報
を
検
索
し
に
く

い
」と
い
っ
た
厳
し
い
意
見

や
、
リ
ン
ク
が
分
か
り
に
く

く
市
民
や
観
光
客
の
目
に
留

ま
り
に
く
い
現
状
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
利
便
性
を
さ
ら
に

向
上
さ
せ
る
た
め
、
３
点
伺

う
。

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
便
性

の
評
価
と
課
題
に
つ
い
て

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
の

更
新
、
削
除
、
保
存
な
ど
の

運
用
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
の
今

後
の
様
々
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

に
つ
い
て①「

伝
わ
り
や
す
い

表
現
」を
意
識
し
て

ペ
ー
ジ
作
成
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

言
葉
の
硬
さ
や
検
索
が
し
に

く
い
点
な
ど
に
つ
い
て
も
、

改
善
に
向
け
て
調
査
研
究
を

行
い
ま
す
。

②
運
用
管
理
要
領
に
基
づ
き

総
合
戦
略
で
は
、
子

育
て
世
代
の
増
加
と

自
立
持
続
可
能
性
を
高
め
る

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
家
賃
や
住
宅
取
得
の

負
担
は
、
結
婚
、
出
産
、
子

育
て
、
転
職
な
ど
人
生
の
節

目
に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
。

若
者
や
子
育
て
世
代
が
住
み

続
け
ら
れ
る
た
め
の
住
宅
支

援
は
重
要
な
政
策
分
野
で
あ

る
と
考
え
、
３
点
伺
う
。

①
市
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い

て②
住
宅
支
援
等
住
宅
政
策
の

現
状
に
つ
い
て

③
今
後
の
子
育
て
世
代
へ
の

住
宅
支
援
方
針
に
つ
い
て

①
朱
雀
・
般
若
寺
・

鉾
ノ
浦
に
３
棟
、
計

36
戸
の
市
営
住
宅
を
設
置
し
、

住
ま
い
の
安
定
を
図
る
た
め

提
供
し
て
い
ま
す
。

②
住
宅
政
策
と
し
て
、
木
造

戸
建
て
住
宅
の
耐
震
性
向
上

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
向

上
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の

助
成
、
道
路
に
面
す
る
危
険

計
画
で
す
。
平
素
か
ら
の
備

え
や
予
防
と
し
て
、
市
に
お

け
る
組
織
体
制
の
整
備
や
関

係
機
関
と
の
連
携
、
物
資
及

び
資
材
の
備
蓄
・
調
達
等
に

つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

③
計
画
を
意
図
的
に
一
般
公

開
し
て
い
な
い
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
掲

載
す
る
各
課
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
、

各
所
属
長
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

情
報
管
理
者
と
定
め
て
い
ま

す
。

③
本
市
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

以
外
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
）、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
管
理
・
運

営
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
継

続
し
て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な

ど
を
含
め
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い

ま
す
。

な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
補
助
、

空
き
家
の
予
防
・
管
理
・
流

通
・
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

③
若
者
や
子
育
て
世
代
が
希

望
す
る
住
ま
い
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
立
地
適
正
化
計
画

に
基
づ
く
居
住
誘
導
施
策
や

各
種
団
体
と
の
連
携
を
踏
ま

え
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
等
の
活

用
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

本
市
の
国
民
保
護
計
画
の

現
状
は

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

も
っ
と
便
利
に

若
者
・
子
育
て
世
代
が

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
へ

笠か
さ

利り

毅つ
よ
し

議
員

岡お
か

林ば
や
し  

直な
お

人と  

議
員

川か
わ
ぐ
ち口  

親ち
か
ま
る丸  

議
員

国民保護計画の表紙

市ホームページのトップ画面
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政
務
活
動
費
収
支
報
告
／
編
集
後
記

◇
編
集
後
記
◇

６
月
議
会
の
頃
は
、
昨
年
来
の
少
雨
の
影
響

で
渇
水
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
閉
会
後
に
は

季
節
外
れ
の
台
風
が
訪
れ
、
一
転
し
て
風
水
害

へ
の
心
配
が
広
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
当
た

り
前
だ
っ
た
〝
季
節
ご
と
の
災
害
〞
も
、
近
年

は
そ
の
リ
ズ
ム
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

少
雨
や
渇
水
、
そ
し
て
豪
雨
と
、
気
象
の
極

端
さ
に
戸
惑
う
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
年
々
厳

し
さ
を
増
し
、
い
ま
や
恒
例
と
な
っ
た
夏
の
暑

さ
も
油
断
で
き
ま
せ
ん
。
本
号
が
お
手
元
に
届

く
頃
は
、
ま
だ
残
暑
が
続
く
時
期
か
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
体
調
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

（
木
村
彰
人
）
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8年6月定例会

第188号第188号
8月8月
令和8年令和8年

3月

9月

12月

6月

６月定例会リポート…………… 30P
議決結果一覧、
全国市議会議長会表彰……… 32P
一般質問（個人質問） ……… 33P
５月意見交換会の報告、
11月意見交換会のお知らせ …… 39P
政務活動費収支報告………… 40P

定例会は年に4回

市議会ＨＰ 市議会ライブ配信

本会議は51人、委員会は12人まで傍聴でき
ます。また、議会のライブ配信も行っていま
す。詳しくは議会事務局までご確認ください。

議会を傍聴してみませんか

発
行
責
任
者

議
　
　長

小

畠

真
由
美

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

タ
コ
ス
キ
ッ
ド

副
委
員
長

瀬

筒

義

久

委
　
　員

木

村

彰

人

委
　
　員

今

泉

義

文

委
　
　員

原
　
　
　紳
次
郎

委
　
　員

岡

林

直

人

委
　
　員

久

和

満

晴

9月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです

だ
ざ
い
ふ
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
が

開
園
し
ま
し
た
！

日 月 金木水火 土
8/23 24 28272625 29

6 7 111098 12

13 14 18171615 19

一般質問
（予備日）

本会議
一般質問
本会議

一般質問
本会議

30 31 4329/1 5

市長提案
理由説明

本会議

委員長報告・質疑
討論・採決

本会議

総務文教
常任委員会質疑・委員会

付託

本会議 環境厚生
常任委員会

建設経済
常任委員会

決算特別
委員会

決算特別
委員会

決算特別
委員会
（予備日）

政務活動費 収支報告令和7年度（改選後）

会派または個人 支給額（円） 支出額（円） 市返還金（円） 執行率（％）

26.8988,043361,9571,350,000合　　　　　　計

48.638,51436,48675,000神武　綾

64.952,65397,347150,000未来のまち（２名）
み  らい

（タコスキッド、木村彰人）

0.0150,0000150,000太宰府市民の声（２名）
だ  ざい  ふ 　し  みん　　　こえ

（長谷川公成、久和満晴）

47.678,64371,357150,000ネクスト太宰府（２名）
だ  ざい  ふ

（馬場礼子、瀬筒義久）

6.3140,5029,498150,000すまいる太宰府（２名）
だ  ざい  ふ

（原紳次郎、岡林直人）

9.8135,30014,700150,000新風（２名）
しん ぷう

（門田直樹、今泉義文）

12.1197,75427,246225,000宰光（３名）
さい こう

（陶山良尚、原田久美子、入江寿）

61.657,54792,453150,000次世代の鐘（２名）
じ　 せ   だい　　　かね

（笠利毅、川口親丸）

8.6137,13012,870150,000公明党（２名）
こう めい とう

（小畠真由美、堺剛）

政務活動費は議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、
会派または議員に対して交付されるものです。
太宰府市議会では、１人当たり月額２万５千円が交付されています。
今後とも、政務活動費を有効に活用し、調査・研究を市民の皆さんに
還元するとともに、市政発展のために生かしていきます。

　令和７年12月14日の市議会議員改選に伴い、改選後の議員分について精算をしています。
　政務活動費対象期間は、令和８年１月から令和８年３月までの３か月間です。

支出の領収書は市のホーム
ページで公開しています。
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